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本日の分科会活動

 
本日は、施策における市民の役割について検討を行ってみます。

２ 基本施策体系別に指標検討基本施策体系別に指標検討

１ 前回の議論を確認する前回の議論を確認する

２ 基本施策体系別市民の役割検討基本施策体系別市民の役割検討
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３つの重点目標

①

 

宇都宮市の顔としてのJR宇都宮駅周辺の景観形成
→広域からの玄関口であるＪＲ宇都宮駅周辺の景観形成、機能

 
強化を図る。

 

①

 

宇都宮市の顔としてのJR宇都宮駅周辺の景観形成
→広域からの玄関口であるＪＲ宇都宮駅周辺の景観形成、機能

 
強化を図る。

② 車だけに頼らない交通サービスの実現
→高齢社会に対応し、鉄道の利便性の向上、既存バスサービス

 
の改善、新しい公共交通システムの導入の検討など、車だけに

 
頼らない交通サービスの実現に向けて、抜本的な改善を図る。

 

② 車だけに頼らない交通サービスの実現
→高齢社会に対応し、鉄道の利便性の向上、既存バスサービス

 
の改善、新しい公共交通システムの導入の検討など、車だけに

 
頼らない交通サービスの実現に向けて、抜本的な改善を図る。

③

 

地域のみどりや資源を活かしたまちづくりの推進
→地域のみどりや資源を活かし、魅力あふれる宇都宮市を形成

 
する

 

③

 

地域のみどりや資源を活かしたまちづくりの推進
→地域のみどりや資源を活かし、魅力あふれる宇都宮市を形成

 
する

【重点課題①】
50万都市の顔として品格がない

 
ＪＲ宇都宮駅周辺

 

【重点課題①】
50万都市の顔として品格がない

 
ＪＲ宇都宮駅周辺

【重点課題②】
適切でない交通サービス

【重点課題②】
適切でない交通サービス

【重点課題③】
個性と魅力が十分に発揮できて

 
いないまち

 

【重点課題③】
個性と魅力が十分に発揮できて

 
いないまち

３つの重点目標都市像

都市と自然が

 調和し、人にや

 さしいコンパク

 トな都市をめざ

 して

 

都市と自然が

 調和し、人にや

 さしいコンパク

 トな都市をめざ

 して
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【施策体系】

施策 事業重点目標重点課題 施策 事業重点目標重点課題

50万都市の顔としてのJR宇都
宮駅周辺の品格を向上させる

50万都市の顔としてのJR宇都
宮駅周辺の品格を向上させる

宇都宮市の顔としてのJR宇都宮駅

周辺の景観形成

宇都宮市の顔としてのJR宇都宮駅

周辺の景観形成

西口周辺の景観の向上西口周辺の景観の向上
西口駅前広場の再整備西口駅前広場の再整備

歴史性を語る美しい西口周辺の景観形成歴史性を語る美しい西口周辺の景観形成

東口周辺の景観形成東口周辺の景観形成
現代的な雰囲気の東口周辺の景観形成現代的な雰囲気の東口周辺の景観形成

国際会議場、コンベンション機能の導入国際会議場、コンベンション機能の導入

都市全体の交通サービスの適切
化を図る
適切でない交通サービス 楽しく乗れる公共交通への転換

車だけに頼らない交通サービス

 

の実現

鉄道の利便性向上鉄道の利便性向上
ＪＲ宇都宮・岡本駅間における新駅の検討ＪＲ宇都宮・岡本駅間における新駅の検討

ＪＲ宇都宮・雀宮駅間における新駅の検討ＪＲ宇都宮・雀宮駅間における新駅の検討

新しい交通システムの整備を契
機とする公共交通への転換

新しい交通システムの整備を契
機とする公共交通への転換

中央部バス専用レーン化の検討中央部バス専用レーン化の検討

ＬＲＴの導入検討ＬＲＴの導入検討

公共交通指向型まちづくりの推進公共交通指向型まちづくりの推進

バスサービス改善プロジェクトバスサービス改善プロジェクト
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【施策体系】

施策 事業重点目標重点課題 施策 事業重点目標重点課題

都市の資源を磨き、個性と魅力
を充分に発揮させる

都市の資源を磨き、個性と魅力
を充分に発揮させる

地域のみどりや資源を活かしたま
ちづくりの推進

地域のみどりや資源を活かしたま
ちづくりの推進

市民の憩いの空間としての八幡
山の活用

市民の憩いの空間としての八幡
山の活用

八幡山回遊路の整備八幡山回遊路の整備

集客魅力アップ大作戦集客魅力アップ大作戦

都心賑わい空間としての釜川の
活用

都心賑わい空間としての釜川の
活用

ＮＰＯ等による管理運営の実施ＮＰＯ等による管理運営の実施

釜川に沿って快適に歩ける環境の形成釜川に沿って快適に歩ける環境の形成

フリーマーケット、屋台などのイベントの実施フリーマーケット、屋台などのイベントの実施

蔵のあるまちづくりの推進蔵のあるまちづくりの推進

大谷石造り建造物取り壊し事前申請制度の導入大谷石造り建造物取り壊し事前申請制度の導入

清住通り　蔵しっくストリート事業清住通り　蔵しっくストリート事業

蔵資材大谷石バンク事業蔵資材大谷石バンク事業

観光地大谷の魅力アップ観光地大谷の魅力アップ

大谷みちの駅の整備と観光拠点化大谷みちの駅の整備と観光拠点化

大谷研究所の整備大谷研究所の整備

大谷スマートインターチェンジの設置大谷スマートインターチェンジの設置
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前回のまとめ

 
重点分野成果指標案

目標 なってほしい状態 成果指標 定義、出所

①宇都宮市の顔と

 
してのJR宇都宮駅

 
周辺の景観形成

公共交通の利用客が増え、

 
ＪＲ宇都宮駅が安全に快

 
適に活用されている。駅前

 
の景観が風格を感じさせる。

ＪＲ宇都宮駅乗降客数 ・ＪＲ東日本資料

ＪＲ宇都宮駅利用客満足度
・安全性、歩行者快適性、自動車快適性などについ

 
てアンケート調査で満足度を把握

景観ガイドライン遵守建築物割

 
合

・景観ガイドラインの作成を前提として、駅前地区に

 
おける遵守している建築物割合

②車だけに頼らな

 
い交通サービスの

 
実現

公共交通機関が良くネット

 
ワークされており、サービ

 
スも改善され、日常的に活

 
用されている。自転車の利

 
用環境も整っている。

公共交通機関不便地域居住率
・公共交通機関を利用して中心市街地まで30分

 
（例）で到達できない地域に居住している人口比率

公共交通利用者数 ・公共交通（バス、鉄道等）の利用者数

公共交通利用率（バス、自転車

 
等）

・ある地区（中心部、郊外量販店など）への来訪者調

 
査で公共交通機関利用率を把握

③地域のみどりや

 
資源を活かしたま

 
ちづくりの推進

地域に緑があふれ、大谷

 
石の個性的な建造物が多

 
く、まちに賑わいがあふれ

 
ている、

緑被率 ・市域面積のうち緑で覆われている地域面積率

都心部商業売上高 ・都心立地商業施設の商業販売額

八幡山公園利用者数 ・八幡山公園、宇都宮タワーの利用者数

釜川プロムナード歩行者数 ・釜川プロムナード歩行者通行量

大谷石造建造物数 ・大谷石が使われている建造物数

大谷地域来訪者数 ・大谷地域の主要施設の来訪者数合計
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前回のまとめ

 
都市基盤分野成果指標案

なってほしい状態 政策指標 施策指標

西口がわかりやすく使いやすくなって

 
いること

JR西口利用者満足度
ＪＲ宇都宮駅乗降客数

景観ガイドライン遵守建築物割合

高齢者の移動が容易にできること 公共交通機関不便地域
公共交通利用者数

公共交通利用率（バス、自転車等）

環境負荷が下がっていること 民生・運輸部門CO2排出量 緑被率

中心市街地に人が戻っていること 都心部歩行者数 都心部商業売上高

地域の資源や緑を活かして打つ宇都

 
宮らしさが発揮できていること

観光客来訪者数

八幡山公園利用者数

釜川プロムナード歩行者数

大谷石造建造物数

大谷地域来訪者数



7

検討①

 
都市基盤分野

 
基本施策体系

政策の柱 基本施策 施  策 備  考 

1 地域特性に応じた土地利用の推進  

2 都市機能の適正配置と機能間連携の推進  

3 賑わいと活力のある都市拠点の形成  

4 魅力ある地域・生活拠点の形成  

1
機能的で魅力のある都市空

間を形成する 

5 都市景観の保全・創出 景観意識の高揚，地域資源を生かした景観の保全・創出 

1 公共交通ネットワークの充実  

2 道路ネットワークの充実 生活道路，幹線道路，都市計画道路 2
円滑で利便性の高い総合的

な交通体系を確立する 
3 ひとや環境にやさしい交通環境の創出  

1 市民生活の情報化の推進  

5 

都市のさまざま

活動を支える都

市基盤の機能と

質を高める 

3
高度情報化社会の恩恵を享

受できる体制を構築する 2 地域産業の情報化の推進  

 

都市基盤

整備分科

会 
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検討①

 
都市基盤分野

 
基本施策体系別成果指標案

基本施策 政策指標 施策指標

機能的で魅力のある都市空間を形成

 
する

JR西口利用者満足度

民生・運輸部門CO2排出量

都心部歩行者数

観光客来訪者数

ＪＲ宇都宮駅乗降客数

景観ガイドライン遵守建築物割合

緑被率

都心部商業売上高

八幡山公園利用者数

釜川プロムナード歩行者数

大谷石造建造物数

大谷地域来訪者数

円滑で利便性の高い総合的な交通体

 
系を確立する

公共交通機関不便地域
公共交通利用者数

公共交通利用率（バス、自転車等）

高度情報化社会の恩恵を享受できる

 
体制を構築する
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検討②

 
都市基盤分野

 
基本施策体系別

 
市民の役割

基本施策 市民の役割

機能的で魅力のある都市空間を形成

 
する

例

・都市景観条例の制定をめざし、行政と協働で内容を検討する。

円滑で利便性の高い総合的な交通体

 
系を確立する

例

・中心市街地への通勤者は公共交通の利用を基本とする。

高度情報化社会の恩恵を享受できる

 
体制を構築する

例

・積極的にオンライン申請を利用する。
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